
日本の参戦と二十一カ条の要求
第一次世界大戦が始まると、日本は日英同盟を理由に連合国側につき、ドイツに宣戦布告しました

主な戦場はヨーロッパであったため、日本はアメリカやヨーロッパなどの関心がうすい中国でドイツ

が支配していた山東半島を占領し、1915年に中国政府に自分たちに有利な二十一カ条の要求を

つきつけましたが、こうした日本の動きをアメリカやヨーロッパは警戒し非難しました。



大戦景気と成金

第一次世界大戦中の日本には連合国から戦
争に使うための船などの注文が相次ぎ、
ヨーロッパ諸国からの輸入が減少した中国
に綿糸や綿織物などを輸出したため生産総
額が増大しかつてない好景気になった。

このような好景気を大戦景気といい、急

に金持ちになる成金が現れ、財閥も一段と
成長しました



シベリア出兵と米騒動

第一次世界大戦中に起こったロシア革命は
労働者や農民が中心になる社会主義をめざしたものであったた
め、一部の金持ちとかぎられた人だけが中心になる国をつくり
たかった日本や欧米は自分の国に影響がおよぶの妨害するため
にロシアのシベリアに7万をこえる軍隊を送り込んだ。これを

シベリア出兵 という。
（１９１８年～１９２２年）

一部の金持ちの中にはこの先、シベリア出兵が起きると見越し
て兵隊のために必要になる米を大量に買い占める者が現れ、
その結果、市場に米が出回らなくなり米の値段が急激に上昇し
た。

米の値段が急上昇したことに、富山県の主婦の怒りが爆発。

安売りを求めて米屋を襲う米騒動がおこり、

「富山の女一揆」と新聞に報道されことで全国に拡大していっ
た。



米騒動の広がり

富山県で発生した米騒動が全国
に広がっているのがわかる

米騒動の影響
民衆の不満が高まり軍人中心の
内閣が責任を取って辞職した



このあと，責任を取って軍人による内閣は倒れ，

新たに政友会の原敬が総理大臣になりました

これは，国民の意思を反映しやすい本格的な政党内閣(政党政治)のはじまりとなりました


